
	 4	 	 国、自治体と金融機関との連携による地域活性化	 見山謙一郎（立教大学大学院特任准教授）

	 8	 北海道	 エゾシカ肉を食用として有効活用	 木内武雄 

	 10	 北海道芦別市　温泉施設に木質チップボイラーを導入	 長野周史

	 12	 青森市	 ナマコ加工廃棄物を活用し、地域経済活性化	 柳谷勝司
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	 18	 千葉県大多喜町	　	シイタケの菌床栽培技術確立で産地形成	 米本和弘

	 20	 石川県輪島市	 ブドウ栽培からワインの製造・販売へ	 九内淳志

	 22	 三重県多気町	 高校生と企業が連携、新たな化粧品づくり	 岸川政之

	 24	 和歌山県太地町	　「新たな体験観光」と「鯨食文化の普及」	 山下真一

	 26	 徳島県	 「阿波尾鶏」を活用した地域経済の活性化	 橋本浩志

	 28	 佐賀県江北町	 空き店舗を「手づくりパン屋」に再生	 坂元弘睦

	 30	 熊本県	 県民総ぐるみでＢＤＦ燃料を普及へ	 藤川孝作

	 32	 	 経済の好循環を創造し、地域再生を	 　　　猿渡知之（総務省地域政策課長）

	 	 1	　巻頭エッセー／岡山のさらなる飛躍に向けて	 大森雅夫（岡山市長）
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天
空
の
城
　
竹
田
城
跡

（
兵
庫
県
朝
来
市
）

　

竹
田
城
は
、
室
町
時
代
の
中
期
に
当
た
る
嘉
吉
年
間

に
、
但
馬
の
守
護
大
名
・
山
名
持
豊
（
宗
全
）
が
、
出

石
城
の
出
城
と
し
て
有
力
な
家
臣
で
あ
っ
た
太
田
垣
氏

に
つ
く
ら
せ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

戦
国
時
代
に
入
り
、
文
禄
年
間
か
ら
慶
長
の
初
期
に

か
け
て
、
羽
柴
秀
吉
の
家
臣
で
あ
っ
た
赤
松
広
秀
に

よ
っ
て
、
現
在
に
見
ら
れ
る
総
石
垣
の
城
に
つ
く
り
か

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
城
は
、
古
城
山
（
３
５
３
・
７
メ
ー
ト
ル
）
の

山
頂
を
中
心
に
、
三
方
へ
広
が
る
よ
う
に
曲
輪
（
く
る

わ
）
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
が
、
虎
が
臥
せ
た

よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
虎
臥
城
（
と
ら
ふ
す
じ
ょ

う
・
こ
が
じ
ょ
う
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
発
生
す
る
霧
が
つ
く
る

雲
海
に
浮
か
び
上
が
る
姿
か
ら
「
天
空
の
城
」
と
も
称

さ
れ
、
歴
史
ブ
ー
ム
な
ど
も
あ
い
ま
っ
て
、
数
々
の
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
来

訪
者
を
迎
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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竹田城の勇壮な石垣
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